
【取組内容①】 単元全体や一単位時間の見通しのもたせ方の工夫

岩沼市立岩沼北中学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-1

【概要】
個別最適な学びを実現するためには、見通しをもって学習に取り組み、
学んだ事を自己調整する力を身に付けることが大切です。本校では、
Google Classroomを用いて単元の学習計画や一単位時間におけ
る学習の流れ、課題等を配信しています。

【使用するアプリ 等】
Google Classroom、Googleドキュメント、Googleスプレッドシート

学習の流れをおおまかに提示

単元の目標と単位時間の目標を提示

【活用の流れや工夫点、生徒の様子 等】
・単元の最初の時間に、学習計画表を基に単元の
目標を生徒と共有し、学習の流れを全体で確認しま

 す。
・一単位時間の学習の内容は、送信予約機能を用
いて事前に配信します。
・学習計画表は学習進度に合わせて生徒が上書き
をします。単元終了時に教師に提出を行います。
・生徒は休み時間にタブレットを開き、学習内容を事
前に把握する様子が見られるようになっています。
・クラウドを活用して学習計画表を生徒と共有したこと
 で、教師はいつでも生徒の学習の様子を把握するこ
とができ、個別指導に生かすことができています。



【取組内容①】 生徒の考えをクラウド上で共有し、互いに参照しながら学びを広げる工夫

岩沼市立岩沼北中学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-2

【概要】
協働的な学びを実現するためには、自分とは異なる見方や考え方に
触れる環境を提供することが大切です。本校では、Google Slidesや
Google Jamboardを用いて共同編集し、互いの考えや意見を参照
し合ったり、課題解決に協働して取り組んだりしています。

【使用するアプリ 等】
Googleスプレッドシート、Google Slides、Google Jamboard等

【活用の流れや工夫点、生徒の様子 等】
・出席番号やグループは教員が事前にタブやスライド
 に割り当てます。
・数学のようにテキスト入力に時間を要する教科は
Jamboardを利用してタッチペンを活用できるように
しています。
・生徒は、互いの考えや意見を自分が必要なタイミン
グでいつでも参照できるようになったため、これまでより
も多くの情報を基に課題解決に取り組めるようになっ
ています。
・生徒は、グループでまとめた内容のポイントとなるとこ
 ろをスクリーンショットするなどして自分用のGoogle 
 SlidesやJamboardに貼り付け、自分だけのデータ
として利活用するようになっています。
・教師は生徒の学習状況をいつでも把握することがで
きるため、指導・支援の充実につながっています。

途中参照をしながら
学びを深めた例

知識構成型ジグソー
法におけるエキス
パート活動の様子



【取組内容①】 学習内容の定着を確かめ、互いの学びを共有する工夫

岩沼市立岩沼北中学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-3

【概要】
学習指導要領では振り返りの場面を重視し、生徒の学びの質を高め
ることが求められています。本校ではGoogle Workspaceのアプリ等
を用いて、生徒が自身の学びの過程や変容、学習内容の定着の度
合いを自覚できる場面を設定しています。

【使用するアプリ 等】
Googleスプレッドシート、Google Forms、Google ドキュメント等

【活用の流れや工夫点、生徒の様子 等】
・生徒は、学習計画表(様式B-1参照)やスプレッド
シート、 Slides等に「何ができるようになったか」「どの 
ように学んだか」などを入力します。
・授業のねらいに応じて共同編集できるシートを利用
し、学んだことを生徒相互が参照できるようにします。
・Google Formsを活用することで回答状況がグラフ
化され、教師は指導の工夫改善に生かすことができ
ています。また、知識に関する内容は採点が自動化
されるため、校務の軽減につながっています。
・生徒は、多くの意見や考えに触れる機会が増えたこ
とで短時間で自分に必要な情報を選択したり、内

 容を把握したりする力が身に付いてきています。
・情報活用能力に長けた生徒は、一旦別のアプリで
 保存し、ファイル形式を統一して自分が学習しやす
いように工夫する様子も見られます。

共同編集した内容(右)を基
に、個人で振り返りを作成

道徳科の
振り返り



【取組内容①】 教室と教室の外を接続し、学びの機会を提供する取組

岩沼市立岩沼北中学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-4

【概要】
生徒にとって多様な学びの場を提供することが学校に求められています。
本校では、生徒の要望に応じて教室と登校支援教室・家庭をオンライ
ンで接続し、生徒の学びの保障に役立てています。

【使用するアプリ 等】
Google Meet、ウェブ会議ソフト 等

教師のデジタル教科書を提示別室の様子

【活用の流れや工夫点、生徒の様子 等】
・別室登校をした生徒やコロナ等で登校ができない生
徒に、担当教師がオンライン配信による学習を希望

 するかを聞き取ります。
・家庭でオンライン配信を行う際は、開始時刻とミー
ティングIDをGoogle Classroomで伝えます。考査
前などは、遅い時間での要望もありますが、可能な 
限り対応しています。
・別室登校をしている生徒からは、「何を今学習して
いるのかがわかり、自分がしなければいけない課題が
明確になるので嬉しい」との感想が寄せられています。
・別室登校をしている生徒が、①デジタル教材を利用
 して自分で学習する。②オンラインで授業を視聴する。
 ③別室担当教師から学習支援を受ける。から自分
でその日の学習方法を選択できるようにすることで、
個別最適な学びにつながるようにしています。



【取組内容②】 総合的な学習の時間における「情報の収集」段階の充実

岩沼市立岩沼北中学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-5

【概要】
総合的な学習の時間では探究的な活動を充実させ、よりよく課題を
解決していくための資質・能力を育成することが求められています。
本校では、特に探究のプロセスにおける「情報の収集」段階において、
外部の専門家によるオンライン授業を行っています。

【使用するアプリ 等】
Google Meet、ウェブ会議ソフト、Google Forms、Pages 等

【活用の流れや工夫点、生徒の様子 等】
・１学年「防災学習」では、現地へ訪問調査に行く
前にオンラインで語り部と接続し、災害についての事
前学習を行います。
・現地調査では、震災遺構について実際に確認をし、
 事前学習で新たに疑問に思った事と合わせて質問を
するなど、課題解決に取り組んでいます。
・2学年「キャリア教育」では、オンラインでの出前授業
を行っています。
・生徒からの質問事項をGoogle Formsで専門家
に事前にお知らせしたことにより、生徒が知りたいこと
が講義に反映されています。
・学習した内容は、Pages等のアプリでレポートとして
まとめ、Google ClassroomにPDF等で提出し、
「まとめ・表現」に生かしています。

キャリア教育の出前授業

まとめ・表現の
レポート例語り部とのオンライン学習



【取組内容④】 教職員のICT利活用を促す校内ポータルサイトの運用

岩沼市立岩沼北中学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-6

【概要】
校務の情報化に伴い、学校ではクラウドサービスを利用した様々なア
プリを取り扱うようになりました。本校では、そうした情報を校内ポータル
サイトに集約し、教職員の校務利用や教育的利用を促進しています。

【使用するアプリ 等】
Google Sites、Googleドキュメント、Googleスプレッ
ドシート、Googleカレンダー、Google Slides 等

【活用の流れや工夫点、生徒の様子 等】
・ホーム画面には、日・週・月予定や家庭からの欠席・
 遅刻等の連絡、連絡事項(掲示板)、回覧文書、時
 間割、部活動・学校行事予定表、授業時数集計表 
などを掲載し、それぞれ教職員で共同編集可能として
ます。
・サブページの「リンク」には校務支援システムやデジタル
 教科書等のデジタルコンテンツのリンクやログインに必要
なID等の情報を合わせて掲載し、教育活動のハブと

 しての役割を果たせるようにしています。
・各担当からの連絡を「連絡事項」に入力するようにし
たことで、朝の打ち合わせの廃止につながっています。
・教職員からは「出張先からでも学校の様子が分かる」
「紙媒体の情報を持ち帰る必要がなくなった」という意 
見が寄せられています。

学校で利用可能となっ
ているアプリや有用な

サイト等を集約

欠席・遅刻等の連絡は
各クラスへ自動的に振
り分けることで、利便

性の向上へ



【取組内容④】 校内回覧文書と保護者向け文書の電子化によるペーパーレス化の促進

岩沼市立岩沼北中学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-7

【概要】
学校におけるペーパーレス化が求められています。本校では、職員会
議資料は基より、教職員の回覧文書や保護者向け文書を電子化し、
更なる校務負担の軽減と効率化を推進しています。

【活用の流れや工夫点、生徒の様子 等】
〇校内回覧文書
・収受した学校外からの文書を、ファイル形式によっては
PDFに変換し、事務職員または教頭がGoogleドライブに
保存します。
・Googleスプレッドシートに文書のリンク先を貼付け、文書
を確認した教職員は☑をします。
・教職員は空いた時間にいつでもどこでも文書を確認できる
 ようになりました。また、互いの状況が一目で確認できます。
〇保護者向け文書
・Google Sitesに文書を作成した教職員がデータをアップ
ロードし、管理職が内容を確認後、公開します。
・保護者には更新情報が自動的に通知されないため、既
存の一斉メール配信を利用して２週に１回程度、新着情
報を通知しています。
・これら２つの取組を行ったことで、紙の使用量が大幅に減
少しています。また、印刷の手間がかからないことから校務
負担の軽減と効率化につながっています。

【使用するアプリ 等】
Google Sites、Googleスプレッドシート、Googleドライブ

サイト閲覧のパスワードは
定期的に更新することで
セキュリティを担保

文書の主担当には色分け(赤)して強調。
提出期限が近付いた文書は自動的に色付け表示。



【取組内容④】 参集型研修とオンデマンド型研修の併用による職員研修の効率化

岩沼市立岩沼北中学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-8

【概要】
教職員の働き方改革の視点から、職員研修には質の充実と並行して
効率化が求められるようになりました。本校では、参集型による研修を
最小限に留められるようGoogle Chatを活用しています。

【使用するアプリ 等】
Google Chat、Google Forms、デジタルホワイトボードソフト 等

【活用の流れや工夫点、生徒の様子 等】
・教職員にとって有益な情報を、Google Chatで配信
します。
・配信する内容は主に知識の習得に関連する内容とし、
視聴する動画は教職員の負担にならない視聴時間と
なるものを精選しています。
・参集型の研修を行う場合はGoogle Formsで事前
に身に付けたいスキルを把握し、内容に応じて２～３
のグループ編成を行って実施することで、個々の知りた
いことに対応した研修が展開できるようにしています。
・授業検討会では、シンキングツールや最新のアプリを
積極的に取り入れることで、操作スキルの向上と授業

 での活用を促します。
・Chatを活用し空いている時間に視聴できるようにする
ことで、教職員が時間を有効に活用できるように工夫
しています。

２グループに分けて実施(GoogleWorkspaceの
実践事例紹介と学習支援ソフトの操作研修)

デジタルホワイト
ボードソフトを用い
たグループ協議

月に１～２回程度の
配信



【取組内容⑤】 学校Blogによる教育活動の継続的な広報活動の工夫

岩沼市立岩沼北中学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-9

【概要】
社会の変化に伴って、学校ではこれまで以上に家庭や地域社会との
連携・協働が求められています。本校では、特色ある教育活動や生
徒の活動の様子を中心にGoogle Bloggerを用いて発信しています。

【使用するアプリ 等】
Google Blogger

【活用の流れや工夫点、生徒の様子 等】
・「学校ブログ」と「学校給食ブログ」の２つのブログのリ
ンクを学校HPに掲載して運用しています。
・記事の公開は管理職が行いますが、素材となる画像
は教職員が収集し、下書きを作成します。
・内容は授業や行事の様子を中心に、休み時間や掃
除の様子、地域や学校外との関わりなども含めて日
頃の様子が伝わるように心掛けています。
・Blogの画像を収集するため、作成者からは「これまで
以上に授業や生徒の様子を見るようになった」という
声が聞かれるようになりました。
・令和３年４月より運用を始め、令和６年１月現在
で累計95,000回、平日平均で200回程度の閲覧

 数となっています。(令和５年度生徒数:208名)
・生徒の活動の様子を主に取り上げたことで、生徒は
諸活動に積極的に取り組むようになってきています。

デジタルホワイトボード
ソフトを用いたグループ

協議

学校HP http://www.iwakitachu.iwanuma-ed.jp/1.html

画像の説明はできるだ
け端的に記載。動画を
掲載する場合は短時間
のものに限定。

http://www.iwakitachu.iwanuma-ed.jp/1.html
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